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Ⅰ章．事業活動の概要 

 

１．事業名    昭北ラミネート工業株式会社 

２．所在地    本社工場 富山県富山市飯野１番地の１ 

         第２・３工場 富山県富山市中冨居新町１１番２３号 

         東京営業所 東京都千代田区内神田３－２－９ ＳＰビル７Ｆ 

         大阪営業所 大阪府大阪市東淀川区西淡路１丁目１番３２号 新大阪アーズビル９Ｆ 

         向新庄事業所 富山県富山市向新庄町８丁目４番地４８号 

３．事業内容 

医薬品・食品・工業資材向けアルミニウム加工箔の製造 

（印刷・コート及びドライラミネート加工） 

 

４．事業規模 

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

ｺｰﾀｰ加工量 46,768千ｍ 46,400千ｍ 44,200千ｍ 50,297千ｍ 

売上高 41億7千万円 42億5千万円 41億3千万円 44億9千万円 

従業員数 １０４名 １２０名 １１８名 １１８名 

床面積 

本社  5,756㎡ 

第２  2,320㎡ 

本社  5,756㎡ 

第２  2,320㎡ 

第３  4,920㎡ 

本社 5,756㎡ 

第２ 2,320㎡ 

第３ 4,920㎡ 

本社 5,756㎡ 

第２ 2,320㎡ 

第３ 4,920㎡ 

 

５．組織図 
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６．環境保全関係の責任者及び担当者 

環境管理責任者  生産本部副本部長   四十野 信行 

環境管理担当者  設備生産技術課    斉藤 崇裕 

環境管理担当者  設備生産技術課    山崎 雅樹 

 

連絡先  TEL ０７６－４５１－７４６６ 

FAX ０７６－４５１－５５５９ 

 

 

７．責任と権限 

環境に関する主要な責任と権限及び各部門長の責任と権限は以下の通りとする。 

 

① 社長 

社長は、当社が行う全ての環境保全活動に関して、これを統括する責任と権限を有する。また環境方針に

基づく目的及び目標を達成するために、教育・訓練された要員の配置、必要な設備・改造及び必要な資金

を適時、適切に提供する。 

a. 環境経営方針の承認 

b. 環境管理責任者の任命 

c. 環境経営レポート・環境活動計画書の承認 

d. 環境経営方針に基づく目標・目的の承認 

e. 代表者による全体の評価と見直し 

 

 

② 環境管理責任者 

a. 環境経営方針に基づく目標・目的の設定 

b. 環境管理担当者の任命 

c. 環境活動の評価と見直し 

d. 外部からの環境に関する苦情・要望の受付 

e. cに問題がある場合の是正処置指示 

 

 

③ 事務局・環境管理担当者 

a. 環境経営レポートの作成 

b. 環境保全活動の社内での教育・指導 

c. 環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

d. 社員に対する教育訓練の実施 

e. 環境活動の実績集計 

 

 

     ④ 品質管理責任者 

      a. 品質マネジメントシステムをISO9001:2015の要求事項に沿って確立し実施及び維持する 

      b. 品質マネジメントシステムの実施状況及び改善の必要性の有無の社長への報告 

      c. 品質マネジメントシステムに関しての外部機関との連絡 

      d. 内部品質監査の年間計画立案 

      e. 品質マニュアルの発行及び管理 

      f. 標準類の発行及び管理 
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      g. マネジメントレビューの開催 

      h. 教育・訓練の主管（計画立案） 

      i. 内部品質監査員の資格承認 

      j. QC工程図の承認 

      k. 工程の変更承認 

      l. 設備の発注の承認  

 

 

     ⑤ 管理本部長 

      a. 人事・労務管理の統括 

      b. 生産工程の承認と統括 

      c. 購買の承認と統括 

 

 

     ⑥ 生産本部長 

      a. 品質方針の展開 

      b. 全体ミーティングの主管 

      c. 関係する標準の承認 

      d. 関係する作業手順書の承認 

      e. 機械設備の管理責任 

      f. 安全衛生管理の統括 

 

 

⑦ 全社員 

 a. 環境経営方針の理解と環境への取組 

 b. 自主的・積極的に環境活動へ参加 

 

 

８．事業における環境負荷項目  

A 二酸化炭素排出量の削減 

B 産業廃棄物の排出量の削減（金属屑） 

C 産業廃棄物の排出量の削減（廃プラスチック・フィルム） 

D 水使用量の削減 

E 化学物質の使用量の削減 

第１指定化学物質 トルエンの削減 

     G 自ら生産・販売する製品に関する項目 

 

 

９．教育・指導 

環境保全活動に関する教育・指導は、毎年5月と11月の全体ミーティングで、社員全員に対して行い 

周知徹底を図る 
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Ⅱ章．環境経営方針 

 

 

環 境 経 営 方 針 

 
１．理念 

環境にやさしい持続可能な社会の実現の一助となるべく、我社は、環境と関わり、目標を

持って行動する。 

 

２．基本方針 

我社は、環境保全が人類共通の最重要課題であることを認識し、日頃の事業活動において

以下に示す活動を全従業員に周知し取り組む。 

① 二酸化炭素排出量の削減 

② ＬＰガス・都市ガスの製造時に使用する量を削減 

③ 各製造工程において発生する廃棄物排出量の削減 

④ 水使用量の削減 

⑤ 化学物質の製造時に使用する量を削減 

⑥ 自ら生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善 

 

 

３．取組方法 

我社は、継続的に環境負荷の削減に取り組む。 

環境関連法規の確認と遵守 

 

 

 

日 付： 2023年  4月  20日 

 

        昭北ラミネート工業株式会社 

代表取締役社長  中川 雄介   
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Ⅲ章 活動内容 

 

Ａ． 二酸化炭素排出量 

（１） 環境の負荷状況 

 

※ 2018/4~2019/7 エネットのCO2排出係数：0.442㎏-CO2/kwhで算出した 

※ 2019/8~2020/3 北陸電力の調整後CO2排出係数：0.574㎏-CO2/kwhで算出した 

※ 2020/4~2022/3 北陸電力の調整後CO2排出係数：0.526㎏-CO2/kwhで算出した 

※ LPガスの CO2排出係数：0.016t-C/GJ 熱量50.8GJ で算出した 

※ 都市ガス（13Aガス）の CO2排出係数：2.21㎏/m3 で算出した 

※ ガソリンの CO2排出係数 2.32㎏-CO2/L で算出した 

※ 軽油の CO2排出係数 2.58㎏-CO2/L で算出した 

※ レポートの計画実績の一覧表内ではなく、欄外にその実績のみを記載／総二酸化炭素排出量:7,450,342kg-CO2/年 

経産省の報告実績に基づく 

 

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

 CO2 発生量 使用量 CO2 発生量 使用量 CO2 発生量 使用量 CO2 発生量 使用量 

都市ガス投入量 (m3)   70,489 32,634 337,537 156,267 553,389 256,199 

ＬＰガス投入量(㎏) 3,340,282 
1,596,693 

(763,219) 
3,347,088 

1,601,478 

(775,506) 
4,232,357 1,411,306 4,170,531 1,390,690 

購入電力（kWh） 1,780,795 3,421,011 2,217,611 4,215990 2,586,920 4,918,099 2,615,823 4,973,048 

営業車ガソリン(ℓ) 19,049 8,211 13,663 5,889 12,896 5,559 11,499 4,956 

リフト軽油(ℓ) 6,027 2,336 10,310 3,996 6,548 2,538 7,114 2,757 

Ａ：二酸化炭素排出

量 (kg– CO2) 5,146,153 5,659,161 7,176,258 7,358,358 

＊加工数量(千ｍ) 

(投入数量) 
46,715 46,373 44,200 50,297 

＊加工あたり排出量

（電気・ｶﾞｽ・ｶﾞｿﾘﾝ） 
110.16 122.03 162.35 149.87 

廃油 (t） 2900 0 0 0 0 0 0 0 0 

廃プラス

チック（t） 
2600 61,776 23.76 84.344 32.44 94,874 36.49 89,414 34.39 

Ｂ：二酸化炭素排出

量 (kg– CO2) 
61,776 84,344 94,874 89,414 

＊加工数量(千ｍ) 46,745 46,373 44,200 50,297 

Ａ＋Ｂ：二酸化炭素

排出量(kg– CO2) 5,207,929 5,743,505 7,271,132 7,447,772 

＊加工あたり排出量 

全社 
111.411 123.855 164.505 148.076 
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（２）本年度の環境目標 

2020年度の加工あたり発生量164.93 Kg/千ｍより△1.0％削減し、163.28 Kg/千ｍ以下を目指す 

 

（３）本年度の活動取組（計画 → 結果） 

・2020年度からの取組を継続して、エネルギー投入量の削減と産業廃棄物排出量の削減に取り組む 

・改善会議を開始し、ＰＴＰ製造時の作業効率を上げる活動を継続する 

       ・ＰＴＰの生産設備に IoTの管理を導入し（生産時間・調色時間・段取時間・休止時間）を把握する 

・電気使用量を機械別に把握し確認。 

・熱風発生装置のガスバーナーを点検清掃する事により燃焼効率を上げる 

・夏季の空調稼働時はデマンド監視装置での監視を継続する 

 

（４）結果 

 

 

 

 

 

（反省） 2022 年度も、前年度のトレンドに沿って月次目標を設定しましたが、上期は４月,１１，１２月を除き、目

標は達成となりました。下期は、受注量が増加して生産量が増加した為、目標達成できなかったと思われる 

 

（次年度の取組） 2023年度は、生産性ＵＰを全社目標とし生産スピードをＵＰします。また、2022年度大型設備の

電気使用量を把握できるようにしました。2023年度は分析し削減できるように取り組む。 

富山県ビヨンドコロナ補助金を利用し更新した省エネ用コンプレッサーの効果を確認する。 

 

 

中期目標 2023年度 2024年度 2025年度 

加工千ｍあたりCO2排出量 159.98kg-CO2/千ｍ 159.16 kg-CO2/千ｍ 158.66 kg-CO2/千ｍ 

 
 

Ｂ． 産業廃棄物（金属屑）  

 

（１）環境の負荷状況 

 

金属屑（インキ・樹脂・溶剤の空き缶等） 

 

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

排出量(kg) 51,520 55,370 54,640 61,460 

＊加工数量 (千m） 46,715 46,373 44,200 50,297 

加工あたり排出量 (kg) 
1.1029 1.1940 1.2362 1.2219 

（排出量÷加工数量） 

対前年比率 105.44% 108.26％ 103.53% 98.84％ 

 

（２）本年度の環境目標 

2022年度の加工あたり発生量1.2090 Kg/千ｍより△2.0％削減し、1.1969Kg/千ｍ以下を目指す 

内容 目標 結果 判定 

CO2排出量の削減(加工あたり) 161.63 kg-CO2/千ｍ 以下 148.96 kg-CO2/千ｍ 〇 
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（３）本年度の活動取組（計画 → 結果） 

・会社目標の取り組み“生産性 UP”により、効率の良い工程計画を立てるように管理する（同じ樹脂

を使う製品は、まとめて生産する等） 

→ ＰＴＰ生産時の“平均工程数”を把握し、この数値を小さくするように工程計画の管理を行う 

       ・溶剤の統合 → 一部の希釈溶剤に関して統合実施済 

       ・溶剤回収装置の導入、洗浄溶剤一斗缶の削減→実施済 

 

（４）結果 

 

 

 

 

 

（反省）  全社目標の“生産性ＵＰ”の効果により、試し刷りのアルミ原反ロスが少なくなったことにより、 

目標が達成できた。 

 

 

（次年度の取組） 2023年度は“生産性ＵＰ”を全社目標として継続し生産スピードをＵＰする為、 

エネルギー,資材，化学物質の投入量が増えると予測されるが、ムリムダが無いように、効率の 

よい生産ができるように管理する。 

 

 

 

中期目標 2023年度 2024年度 2025年度 

加工ｍあたり金属屑発生量 1.2166kg/千ｍ 1.2042 kg/千ｍ 1.2004 kg/千ｍ 

 
 

Ｃ． 産業廃棄物（廃プラスチック） 

 

 

（１）環境の負荷状況 

廃プラスチック・フィルム 

年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

排出量 (t) 23.76 32.44 36.49 34.39 

二酸化炭素排出量 (t) 61,776 84,344 94,874 89,420 

加工数量(千m) 45,178 46,715 44,200 50,297 

加工あたり排出量  
重量（㎏） 0.5259 0.6944 0.8255 0.6837 

（発生量÷加工数量） 

対前年比率 129.0％ 132.0％ 118.8% 82.8％ 

 

 

 

（２） 本年度の環境目標 

2020年度の加工あたりの廃プラ排出量0.700㎏/千mの△1.0%となる、0.693㎥/千ｍを目標とする 

内容 目標 結果 判定 

金属屑の削減 1.2290 kg/千ｍ 以下 1.2219 kg/千ｍ 〇 
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（３）本年度の活動取組（計画 → 結果） 

工程内で発生する屑の分別・リサイクル化の徹底を継続する 

排出量を’’廃プラ’’と’’廃ウエス’’の混合物として算出する 

 

（４）結果 

内容 目標 結果 判定 

廃プラの削減 0.814㎏/千ｍ以下 0.6838㎏/千ｍ 〇 

 

（反省）   全社目標の“生産性ＵＰ”の効果により、試し刷りのアルミ原反ロスが少なくなったことにより、 

目標が達成できた。 

 

 

（次年度の取組） 2023年度は“生産性ＵＰ”を全社目標として継続し生産スピードをＵＰする為、 

エネルギー,資材，化学物質の投入量が増えると予測されるが、ムリムダが無いように、効率の 

よい生産ができるように管理する。 

 

 

 

中期目標 2023年度 2024年度 2025年度 

加工千ｍあたり廃プラ排出量 0.805㎏/千ｍ 0.801㎏/千ｍ 0.799㎏/千ｍ 

 

D． 水使用量の削減 

 

（１）環境の負荷状況 

 

総排水量 

年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

公共用水域(㎥) 12,694 28,362 21,177 11,479 

下水道(㎥) 561 2,028 2,530 1,562 

計(㎥) 13,255 30,390 23,707 13,041 

対前年比率 50.2% 229.3% 78.0% 55% 

 加工数量 (千ｍ) 456,715 46,373 44,200 50,297 

加工千ｍ当たりの排水量 0.284 0.699 0.536 0.259 

 

（２）本年度の環境目標 

2017年度の実績1.050 m3/千mより△4.0％削減の1.008m3/千m以下を目指す。 

 

（３）本年度の活動取組（計画 → 結果） 

・不要な時間帯の屋根散水・融雪散水を減らす。 
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（４）結果 

 

内容 目標 結果 判定 

水使用量の削減 0.998 ㎥/千ｍ 以下 0.28㎥/千ｍ 〇 

 

（反省）   2022年度は暖冬の影響により、融雪水の使用量が前年度に比べかなり減少しています。 

目標を達成できていますが、次年度は使用量の変動に留意し、管理が必要です。 

 

 

（次年度の取組） 継続して管理していく。特に冬期間に変動するので、使用量が大きく変動する場合は目標の修正を

実施する 

 
 
 
 
 
 

E． 化学物質の使用量の削減 

 

（１）環境の負荷状況 

 

取扱いの禁止はされてはいないが、環境にやさしくない物質では、ＰＶＣ及びＰＶＣ混合物をＶＣ剤・PTPアルミシ

ート用インキで、トルエン（PRTR法対象物質）を溶剤で使用している。 

 

年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

トルエン使用量 (kg) 105,775 174,203 165,046 182,428 

加工あたり使用量  
(kg/千m) 2.264 3.575 3.734 3.627 

使用量÷加工数量 

対前年比率 96.92% 105.95% 104.45% 101.45％ 

＊加工数量(千ｍ) 46,715 46,373 44,200 50,297 

 

（２）本年度の環境目標 

2020年度の実績4.009kg/千ｍより△0.5％削減の3.989kg/千ｍ以下を目指す。 

 

（３）本年度の活動取組（計画 → 結果） 

・生産技術課は、定期的に、禁止物質のリストを入手する。（以下3種類）→入手済み 

a. 印刷インキ工業連合会 

 食品包装材料用印刷インキに関する自主規制 ＮＬ規制リスト 

b. 食品包装材料用接着剤等衛生協議会 

食品包装材料用接着剤に関する自主規制リスト 

c. 顧客要求事項の外部文書 

（a b.に関しては、軟包装衛生協議会 食品及び医薬品の包装に関する素材衛生マニュアル内に記載） 

・新規の禁止物質がある場合は、生産技術課は、文書管理システムの「SDS」の項目に文書の登録を 

実施して、全社員が閲覧できるように開示を行う。 

     ・希釈溶剤の統合計画（トルエンの配合比率の少ない溶剤へ）→ 運用開始済 

中期目標 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

総排水量 0.987 ㎥/千ｍ 0.977㎥/千ｍ 0.973㎥/千ｍ 
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（４）結果 

 

内容 目標 結果 判定 

化学物質使用量の削減  3.989 kg/千ｍ 以下  3.910 kg/千ｍ 〇 

 

 

（反省） 単月では上期と下期を通して４ヶ月しか目標を達成することができなかったが、年平均では目標値を 

     達成することができた。 

 

（次年度の取組） 2023年度も同様の取組を行います。 

希釈溶剤のトルエン比率の変更等、排出量の削減を次年度も継続していきたいと思います。 

 

中期目標 2023年度 2024 年度 2025 年度 

加工千ｍあたりトルエン使用量  3.969 ㎏/千ｍ 3.949 ㎏/千ｍ 3.937 ㎏/千ｍ 

 
 

Ｆ．自らが生産・販売する製品に関する項目 

 

（１） 排ガス処理装置の維持管理 

・日常点検 → VOC が適正に処理されるように、本社工場・第２工場・第３工場の処理設備の日常点検を実施

して常時、適正な処理運転が確保されるように管理 

・年次点検 → 外部設備業者に委託して、2021年1月10日に、安定した稼働が確保されるように 

メーカー点検を実施 → レポート管理・確認 

 

（２） 各営業所（ビルテナント）のエネルギー（電気使用）の把握 

 
（本年度の活動目標） 

2021年度は、以下の目標値を定めて管理を行う 

・東京営業所 → 使用電力目標値： 882.96 kwh 

・大阪営業所 → 使用電力目標値： 785.74 kwh 

 

 

 

 

 

（結果） 

内容 目標 結果 判定 

東京営業所 使用電力量の目標値 882.96 kwh 876.08kwh 〇 

大阪営業所 使用電力量の目標値 785.74 kwh 687.55kwh 〇 
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（反省） 

   暖冬だった為、2022年12月以降、単月では目標達成しているが、各営業所では、テレワークから 

通常勤務にもどり、事務所内の電灯使用量が増えたと思われる。年間通しての目標は達成できなかった。 

 

（次年度の取組） 

本社・第2・第3工場と同様に、実績データーより夏季ピーク時の目標とそれ以外の目標値を設定して 

       通期を通して、目標が達成できるように管理を行う必要がある 

 
中期目標 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

東京営業所 使用電力 867.32 kwh 866.82 kwh 866.32 kwh 

大阪営業所 使用電力 680.67 kwh 680.17 kwh 679.67 kwh 

 

（３） ＣＳＲ活動 

・2022年4月29日,12月22日に、近隣の清掃活動を実施しました。 

 

 
 

・2022年7月7日，12月22日に、一斉省エネデーの活動として駐車照明と、内照看板のライトダウンを実施しました。 
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Ⅳ章 環境関連法規等の確認と遵守 

 

当社に適用される環境関連法規や顧客制定環境関連規定をチェックし、その評価・結果を確認した所、特に問題はなし。

環境関連法規一覧は別紙、「SJB036：コンプライアンス実態調査及び遵守状況確認結果表」を参照の事。 

 

Ⅴ章 異常時の処理 

 

製品において使用禁止物質の使用・混入があった製品は、品質的に不合格品とし、「KQM121：不適合品管理標準」

に従う。 

事故や火災、天災等の緊急事態の場合は、「SJB001：緊急対処マニュアル」に従う。 

環境活動において、問題が発生した場合は、環境管理責任者は適切な是正処置を講じて問題解決にあたる。 

    

●使用禁止の使用・混入について 

2022年度中に使用禁止物質の使用・混入の発生はありませんでした。 

 

●事故・天災による緊急事態の発生について 

      2023年1月18日に消防職員立ち合いのもと避難訓練を実施。また、消火栓及び消火器を使用しての消火

訓練も実施。避難訓練終了後、化学物質漏洩対処方法についての訓練も実施。 

 

 

 

Ⅵ章 環境コミュニケーション 

 

外部から環境に関する苦情・要望があった場合は、「K-35：環境に関する外部からの苦情・要望記録」を用いて記録し、誠実

に対応する。 

環境活動レポートは、エコアクション２１中央事務局の HP を通して公開します。 

 

※  ２０２２年度中に外部からの苦情・要望等はありませんでした。 

 

 代表者による見直し 

   

環境方針：変更は無し 

環境目標及び活動計画：継続管理する 

実施体制：継続管理する 

 


